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【目的】Equolは､大豆イソフラボンの Daidzeinから腸内細菌叢で生成し､女性
ホルモン作用の強い代謝物である｡更年期女性における骨粗髭症などの予防効果

が期待され､現在､食品やサプリメントの開発が進められている｡しかしながら､

体内に吸収された Equolの代謝経路や体内動態については予測される代謝物の標

準物質が入手できないため､全く不明のままである｡Equolの有効性と安全性の評

価に代謝 ･体内動態の解明は必須である｡そこで､Equol代謝物として存在が予測

され る グル ク ロ ン酸 ･硫 酸 の 二 重 抱 合 体 EquoL7-glucuroide-4'-sulfate

(Equo1-7G-4'S)と硫酸の二重抱合体 Equo1-4',7-disulfate(Equo1-diS)を新規に化学
合成し､それらのヒト生体試料液中での存在を検討した｡

【方法】EquoL7G-4'Sおよび EquoLdiSを化学合成し､LC-MS/MSおよび 1H-NMR

分析にて構造確認した｡ イソフラボンに富むきな粉を摂取した成人女性 4名 (21

-22歳)の7-36時間後の尿をLC-ESLMS分析し､Equo1-7G-4'SおよびEquol-diS
の存在を確認した｡

【結果および考察】2種の合成品をLC-ESLMSおよびMS/MS分析した結果､そ

れぞれ脱プロトン分子 [M-H]~(m/Z497および401)とプロダクトイオンが検出さ

れ､合成品がEquo1-7G-4'SとEquol-diSであることを確認した｡被験者 4名の尿

をLC-MS/MS分析したところ､1名からEquo1-7G-4'Sが､2名からEquol-diSが

同定された｡この結果は､ヒト尿中のEquol新規代謝物としてEquo1-7G-4'Sおよ

びEquol-diSを同定した最初の例である｡


